
支援プログラム(児童発達支援・放課後等デイサービス）

令和７ 年 ３ 月 １４ 日

和顔愛護の支援

安全・安心な支援

共有共感支援

包括的支援

午前 ９ 時 ００ 分から 午後５ 時 ００ 分まで あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等
・季節の行事(お花見・夏祭り・ハロウィン・クリスマス会等)
・散歩やドライブ
・音楽ルーム(奇数月)

家族支援
・日々の様子や利用時の様子、ご家族の様子など情報共有する。
・家族(きょうだいを含む)からの相談に対する助言を行う。

移行支援
・移行や卒業までの進路に向けて、支援学校や関係機関との連携を
　図る。

地域支援・地域連携
・相談支援事業所や学校関係、他の事業所との情報交換を行い、より良い
　支援を行う。

職員の質の向上
・内部研修や外部研修に参加し職員の質の向上に努める。
・業務改善を行いながら、専門性を活かせるように努める。

支　援　内　容

本
人
支
援

・定期的な心身の把握(毎回体温測定、気分把握)
・生活リズムの安定(定期的かつ定時の通所)
・個々に合わせた食事形態での食事の提供(咀嚼、飲み込みの確認)
・定期的な水分補給　・食後の口腔ケアの徹底

・姿勢の保持や日常動作の向上(コルセット、短下肢装具を正常な位置での装着)
・個々の活動や友達との活動を通して様々な姿勢や体を動かすことで色々な経験をしていく。
・施設周辺の散歩

・指先を使った制作活動
・季節の行事や活動を通して、季節や時間の流れを感じられるよう支援する。
・音楽ルーム（奇数月に1回）
・こだわりへの対応
・偏食や食事マナーの向上

・挨拶や感謝の言葉、日常会話を使いながら他者とスムーズにコミュニケーションがとれるように支援する。
・自発的な会話能力の向上
・遊びや活動の中で状況に応じた意思表示が出来るように支援する。

・長期休みには同施設の成人の方たちと交流することで、コミュニケーショ能力や社会性の発達を促す。
・他者との関わり、遊びを通じて自己理解・他者理解を養う。

法人（事業所）理念 上田しいのみ会は、すべての人が自立した生活を送ることを願い　社会福祉事業を通じてその実現を目指します。

営業時間 送迎実施の有無

笑顔で温かく和やかな表情・声かけで支援します。

ご家族、医療、保健、福祉、教育行政、相談支援、地域等の関係機関との連携の中でより良い支援を目指します。

利用児、ご家族の思いや夢を共感し、その実現のために一緒にチャレンジします。

医療的ケアや特別な介護支援ニーズの高い利用児が安心してご利用できるように、ご家族、関係機関と十分に連携を取り合い、安全・安心な支援に努めます。
支援方針

(県営球場から事業所のみ)

事業所名 上田市つむぎの家 作成日


